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非 BPS領域におけるAdS/CFT対応の検証は，近年の超弦理論における中心的な研究テーマ
の一つである．この検証を行うには，N=4 SYM理論における複合演算子の異常次元行列を求め，
それを対角化して固有値を求める必要がある．この異常次元行列が可解スピン鎖模型のハミルト
ニアンとして表せ，Bethe ansatzを用いて対角化できることが，2002年にMinahanと Zarembo
により指摘された [1]．以来，AdS/CFT対応の解析において，可解スピン鎖模型が重要な役割を
果たすことが認識された．

弦側と比較するために，摂動の高次ループの寄与を含む，長距離相互作用するスピン鎖を解析
する必要がある．その解析手法の一つが perturbative asymptotic Bethe ansatz (PABA) [2] であ
り，よく知られているHeisenberg 模型の座標Bethe ansatzを，長距離相互作用を含む場合に拡張
したものである．

我々は，この手法を開スピン鎖模型の場合に拡張し，AdS/CFT対応の解析において開スピン
鎖模型 (開弦) の現れる二つの場合，1) 巨大重力子， 2) defect CFT (dCFT) に適用し，高次ルー
プの寄与を含む異常次元行列の表式，エネルギー分散関係式の解析をした [3]．その結果，

1. 巨大重力子の場合に Bethe ansatz を用いると， 2-loopで BMN scalingが破れる

2. dCFTの 2-loop異常次元行列は，可積分性と BMN scalingの要求から一意に決まる

ことを示した．

dCFTでの結果は，摂動計算に対する予言値を与えており，この結果を実際に摂動計算から再
現することは重要な課題である．巨大重力子でのBMN scalingの破れは，planar levelでのBethe
ansatzを用いたため，考慮すべき non-planarの寄与が含まれないからだと考えられている [4]．こ
の寄与を含めることで BMN scalingは成り立つ可能性がある．この点は現在解決されていない問
題であり，今後の進展が期待される．
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